
     令和５年７月２７日 

北九州市教育委員会 

 

報道機関各位 

 

小学校の遊具「登り棒」の「キャップナット」の落下について 

 

１ 概  要 

  令和５年７月２６日（水）１４時４５分頃、本城小学校の放課後児童クラブに通う児

童が校庭の登り棒の下を一輪車で走行中、登り棒の頂上部の留め具「キャップナット」

が頭の上に落下した。 

  現在、登り棒周辺については囲いを行い、児童等が入らないように安全対策をしてい

る。 

 

２ 落下した「キャップナット」 

幅約５㎝、重さ約２００ｇ（約３ｍの高さから落下） 

 

３ 落下の原因 

現在調査中 

（当該遊具の他の棒（１５本）を確認したが、大きな緩みはなかった。） 

 

４ 児童の状況 

  病院で検査の結果、異状なし。（７月２６日夕方受診） 

 

５ 今後の対応 

  他の学校の登り棒（全１１０基）についても、点検を速やかに実施する。 

 

６ 北九州市立本城小学校について 

（１）所 在 地  北九州市八幡西区本城一丁目２３番１号 

 （２）児 童 数  ５１８名（令和５年５月１日現在） 

（３）登り棒の設置年  不明 

 

７ 添付資料 

「登り棒」及び落下した「キャップナット」の写真 

 

 

【問い合わせ先】 

教育委員会学校支援部学事課 

担当：原野、青栁 ℡０９３－５８２－２３７８ 

 



【登り棒の全景】 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【落下物「キャップナット」】        【のぼり棒の上部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落下した「キャップナット」が 

取りつけられていた場所 

 


